
ＪＡ士幌町と組合員がつくる情報誌

☆	じゃがいも････････････････････････････1㎏
	（皮を剥いたもの）
☆	でんぷん････････････････････････････400g
☆	塩･･･････････････････････････････････適量
〇	人参････････････････････････････････100g
〇	ねぎ･･････････････････････････････････1本
〇	ほんだし･････････････････････････････ 12g
〇	減塩昆布しょうゆ･･･････････････････150ml
☆は「いも団子」の材料

①	じゃがいもは皮を剥いてさいの目に切り、塩を入れた
お湯で柔らかくなるまで茹でる。
②	柔らかくなったらお湯を捨てて潰し、粗熱をとる。
③	人肌に冷めたらでんぷんを入れてしっかり捏ね、棒状にまとめたら、1㎝の
厚さに切る。
④	人参をせん切り、ねぎを斜め切りにする。
⑤	1500ml の水を入れた鍋に人参を入れて火にかける。
⑥	沸騰したらほんだしと醤油を入れて煮立たせる。
⑦	煮立ったらいも団子を一つずつ入れ、最後にねぎを入れて、いも団子が浮い
てくるまで煮る。
⑧	お好みの器に盛り付けたら完成！

� ☆山岸さん家のレシピ☆

　

大
谷
翔
平
選
手
が
10
年
総
額
７
億
ド
ル（
約
１
，

０
１
５
億
円
）で
エ
ン
ゼ
ル
ス
か
ら
ド
ジ
ャ
ー
ス
へ
の
移
籍

が
決
ま
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
個
人
と
し
て
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ

史
上
最
高
の
契
約
と
な
る
そ
う
で
す
。
契
約
金
と
年
俸
は

違
い
ま
す
が
２
０
２
３
年
度
の
日
本
プ
ロ
野
球
12
球
団
の

選
手
の
総
年
俸
が
約
４
１
３
億
円
と
の
こ
と
な
の
で
、
１

人
の
契
約
金
が
日
本
の
プ
ロ
野
球
選
手
の
総
年
俸
を
超
え

る
と
い
う
と
て
つ
も
な
い
金
額
に
驚
か
さ
れ
ま
す
。
大
谷

選
手
が
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
に
入
団
し
た
当
初
は
、

二
刀
流
へ
の
挑
戦
に
対
し
て
批
判
的
な
解
説
者
も
少
な
く

な
か
っ
た
で
す
が
、
そ
の
後
は
異
次
元
の
活
躍
を
見
せ
て

く
れ
同
じ
日
本
人
と
し
て
と
て
も
誇
ら
し
く
思
い
ま
す
。

　
さ
て
、
２
０
２
４
年
の
干
支
は「
甲
辰（
き
の
え
た
つ
）」で
、

「
新
た
な
成
功
を
目
指
し
て
、
何
か
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
の

に
最
適
な
年
」「
い
ま
ま
で
準
備
し
て
き
た
こ
と
が
形
に
な

る
年
」だ
そ
う
で
す
。
新
し
い
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
素

晴
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
私
自
身
何
か
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
み
よ
う
か
と
思
い
ま
す
。�

（
H
）

❷組合長新年挨拶／役員紹介
❹会長新年挨拶／役員紹介
❻運営協力委員長会会長新年挨拶
❼女性部長新年挨拶／青年部長新年挨拶
❽干支組合員紹介
�中央会会長年頭挨拶
�青年部版　アグリスクール／
　青年部版　農薬空容器回収

�女性部版　お楽しみ会／
　女性部版　フレミズ冬期交流会
�職員農家実習体験記
�アスポお知らせ／今月の運勢
�クロスワードパズル
�おすすめレシピ／篠原会長の動静／編集後記
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12
月
号
の
表
紙
は『
こ
ど
も
ア

グ
リ
ス
ク
ー
ル
』の
風
景
で
す
。

毎
年
青
年
部
役
員
が
士
幌
小

学
校
を
訪
れ
、
食
育
活
動
の

一
環
と
し
て
畜
産
に
つ
い
て

の
出
前
講
座
を
行
っ
て
い
る

ほ
か
、
よ
つ
葉
の
乳
製
品
を

寄
贈
し
て
い
ま
す
。

篠原会長　12月の動静
12/ １（金）	農協理事会
12/ ６（水）	令和６年度酪農畜産政策・価格対策

に係る第２次中央要請運動（東京）
12/12（火）	全農経営管理委員会（東京）
12/13（水）	常勤役員参事会、ガバナンス委員会
12/14（木）	北海道農協政治連盟役員会
12/15（金）	中央会理事会、ＪＡカレッジ評議員・

理事合同会議、ホクレン理事会
12/19（火）	海外出張（シンガポール・台湾）
  ～23（土）

【材　料】

【作り方】

いも団子汁
わが家の
おすすめ
レシピ
リターンズ

いももちの
動画はこちら

調理動画は
こちら！
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1月・2月
合併号



本
年
も

 

宜
し
く
お
願
い

　

 

申
し
上
げ
ま
す
。

　 

令
和
六
年
　
元
旦

農
協
運
営
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委
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会
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表
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組
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務
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事

篠
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千
葉

　
公
一
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佐
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孝
司
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曽
我
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富
田

　
博
文
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宇
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見
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村

　
敏
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〃

髙
橋

　
晶
広
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井
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渡
部

　
雅
晴

代

表

監

事

井
原

　
誠
一

常

勤

監

事

茂
古
沼
眞
司

監

事

河
村

　
幸
芳
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名
波

　
道
明

〃

加
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智

新
年
の
ご
挨
拶

代
表
理
事
組
合
長
　
國　

井　

浩　

樹

士
幌
町
農
業
協
同
組
合

　

令
和
６
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹

ん
で
お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

組
合
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
女

性
部
、
青
年
部
、
ご
家
族
皆
さ
ん

が
お
揃
い
で
穏
や
か
に
新
年
を
お

迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と
と
拝
察
い

た
し
ま
す
。
旧
年
中
は
農
協
運
営

並
び
に
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
に
対
し
、

格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
賜
り
心

よ
り
感
謝
と
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

長
年
猛
威
を
振
る
っ
て
い
た
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
も
、

昨
年
５
月
に
感
染
症
法
上
の
位
置

づ
け
が
変
更
と
な
り
、
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
の
復
活
と
共
に
外
出
機
会

が
増
加
し
、
ま
た
、
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
需
要
が
回
復
し
た
こ
と
を
受
け

て
観
光
・
小
売
な
ど
の
業
界
は
活

気
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
も
の
の

急
激
な
需
要
増
に
供
給
が
追
い
付

か
ず
、
幅
広
い
産
業
で
人
手
不
足

が
深
刻
化
し
、
外
国
人
を
含
め
た

労
働
人
口
の
増
加
に
向
け
た
取
り

組
み
が
一
段
と
重
要
に
な
っ
て
お

な
り
芽
の
動
き
も
早
く
、
８
月
下

旬
の
酷
暑
下
で
収
穫
さ
れ
た
原
料

を
中
心
に
、
受
入
後
、
ヤ
ケ
症
に

よ
る
腐
敗
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

豆
類
で
は
、
金
時
類
は
色
浅
・

小
粒
傾
向
と
な
り
、
小
豆
は
異
常

生
育
に
よ
る
生
育
の
バ
ラ
つ
き
と

葉
落
ち
が
進
ま
ず
収
穫
に
苦
慮
さ

れ
て
品
質
低
下
を
招
く
結
果
と
な

り
、
収
量
も
平
年
を
下
回
り
ま
し

た
。
大
豆
は
茎
水
分
が
な
か
な
か

低
下
し
な
か
っ
た
上
、
収
穫
期
の

天
候
不
順
に
よ
り
収
穫
が
進
ま
ず
、

品
質
被
害
も
多
い
状
況
と
な
り
ま

し
た
が
、
収
量
は
平
年
を
上
回
り

ま
し
た
。

　

て
ん
菜
で
は
、
適
期
防
除
を
実

施
い
た
だ
き
、
収
量
に
つ
い
て
は

平
年
を
上
回
る
見
込
み
と
な
り
ま

し
た
が
、
町
内
全
域
で
褐
斑
病
が

大
発
生
し
、
高
温
と
寒
暖
差
が
小

さ
い
等
の
気
象
条
件
に
よ
り
今
ま

で
に
な
い
低
糖
分
と
な
り
ま
し
た
。

　

酪
農
情
勢
に
つ
い
て
は
、
長
引

く
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
か
ら
、
令
和

５
年
度
生
乳
生
産
目
標
数
量（
以
下
、

目
標
数
量
）は
９
６
，
7
2
9
t（
前

年
実
績
対
比
98
％
）で
ス
タ
ー
ト
し
、

生
産
費
上
昇
を
補
う
た
め
に
期
中

で
乳
価
の
値
上
げ
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
が
、
酪
農
経
営
は
依
然
厳
し

い
状
況
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
生

産
現
場
で
は
、
８
月
の
酷
暑
に
よ

り
全
国
的
に
生
乳
生
産
が
大
き
く

り
ま
す
。

　

ま
た
、「
２
０
２
４
年
問
題
」と

い
わ
れ
る
、
運
送
業
等
に
お
け
る

働
き
方
改
革
関
連
法
が
施
行
さ
れ
、

「
期
間
内
労
働
の
上
限
規
制
」に
お

け
る
５
年
間
の
猶
予
期
間
の
終
了

が
来
年
３
月
に
迫
っ
て
お
り
、
農

畜
産
物
の
輸
送
に
お
い
て
も
労
働

時
間
の
短
縮
に
よ
る
輸
送
能
力
の

低
下
や
輸
送
コ
ス
ト
の
上
昇
が
懸

念
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

肥
料
や
飼
料
と
い
っ
た
生
産
資
材

の
価
格
高
騰
に
よ
る
農
業
経
営
へ

の
影
響
も
多
大
で
あ
り
、
年
暮
れ

に
は
海
上
輸
送
運
賃
の
問
題
か
ら

配
合
飼
料
の
更
な
る
値
上
げ
が
発

表
さ
れ
る
な
ど
、
農
畜
産
物
価
格

へ
の
価
格
転
嫁
の
実
現
と
国
産
農

畜
産
物
需
要
の
維
持
拡
大
な
ど
食

糧
安
全
保
障
の
強
化
が
課
題
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
の
町
内
農
業
は
、
４
月
の

気
温
は
高
め
に
推
移
す
る
一
方
、

地
温
の
上
昇
は
緩
や
か
で
植
付
は

減
少
し
、
上
半
期
の
生
乳
生
産
状

況
か
ら
最
終
的
に
全
道
の
目
標
数

量
を
下
回
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
中
、

地
区
内
調
整
を
実
施
し
な
が
ら
全

道
で
目
標
数
量
達
成
に
向
け
推
進

す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
引
き
続
き
、
士
幌
町
酪
農
振

興
協
議
会
と
連
携
し
、
タ
イ
ム
リ
ー

な
情
報
提
供
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

肉
牛
情
勢
に
つ
い
て
は
、
食
品
・

生
活
必
需
品
の
値
上
げ
に
よ
り
、

和
牛
の
高
級
部
位
な
ど
の
消
費
が

低
迷
す
る
中
、「
し
ほ
ろ
牛
」は
円

安
に
よ
る
海
外
輸
入
牛
肉
の
価
格

高
騰
に
よ
り
、
安
定
的
に
流
通
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
士
幌
町
肉

牛
振
興
会
を
中
心
に
、
系
統
・
関

係
団
体
と
協
力
し
４
年
ぶ
り
と
な

る「
し
ほ
ろ
牛
肉
祭
り
」を
開
催
し
、

P
R
活
動
等
を
積
極
的
に
行
い
ブ

ラ
ン
ド
価
値
向
上
に
努
め
ま
し
た
。

輸
入
飼
料
の
高
騰
下
で
は
、
配
合

飼
料
価
格
補
填
金
・
法
制
化
マ
ル

金
制
度
が
あ
る
も
の
の
、
肉
牛
経

営
は
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
お
り
、

系
統
と
連
携
し
飼
養
管
理
改
善
や

経
営
相
談
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
第
12
次
中
期
３
ヶ

年
計
画
初
年
度
で
あ
り
、
基
本
方

針
を「
進
化
と
継
承
」、
基
本
目
標

を「
い
つ
の
時
代
も
新
た
な
農
業

を
切
り
拓
く
」と
し
て
５
つ
の
実

践
目
標
を
掲
げ
て
実
践
に
努
め
ま

や
や
遅
い
開
始
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
の
春
作
業
は
順
調
に
進
み
、

５
月
は
干
ば
つ
傾
向
で
推
移
し
ま

し
た
が
、
６
月
は
好
天
に
恵
ま
れ
、

７
月
上
旬
に
は
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
よ

る
一
部
作
物
の
倒
伏
被
害
等
が
発
生
、

８
月
に
は
観
測
史
上
の
全
て
の
記

録
が
塗
り
替
え
ら
れ
る「
地
球
沸
騰
」

と
言
わ
れ
た
猛
暑
が
続
き
、
作
物

及
び
家
畜
に
大
き
な
爪
痕
を
残
し

た
気
象
経
過
と
な
り
ま
し
た
。

　

小
麦
に
つ
い
て
は
、
萎
縮
病
、

縞
萎
縮
病
が
発
生
す
る
圃
場
が
散

見
さ
れ
る
状
況
で
は
あ
っ
た
も
の

の
生
育
は
順
調
に
進
み
、
収
穫
目

前
の
天
候
不
順
に
よ
る
収
穫
遅
れ

が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
一
気
に

収
穫
が
進
ん
で
７
月
下
旬
に
は
受

入
が
完
了
し
、
高
反
収
、
高
歩
留

と
な
り
ま
し
た
。

　

馬
鈴
し
ょ
は
着
粒
数
が
多
く
、

順
調
に
生
育
が
進
み
過
去
最
高
反

収
と
な
り
ま
し
た
が
、
品
質
的
に

は
高
温
の
影
響
に
よ
り
低
比
重
と

し
た
。
特
に
、
士
幌
農
業
・
農
協

事
業
の
根
幹
で
あ
る
付
加
価
値
加

工
事
業
を
担
う
食
品
工
場
・
北
海

道
フ
ー
ズ
も
50
年
、
半
世
紀
の
節

目
を
迎
え
、
将
来
へ
の
持
続
的
な

展
開
を
図
る
た
め
コ
ロ
ッ
ケ
施
設

更
新
の
具
体
的
計
画
に
着
手
し
、

提
携
先
と
の
将
来
方
向
を
し
っ
か

り
と
共
有
し
な
が
ら
補
助
事
業
の

活
用
を
視
野
に
検
討
を
進
め
て
お

り
ま
す
。

　

温
暖
化
に
よ
る
局
地
的
な
気
温

変
動
と
集
中
豪
雨
な
ど
の
気
候
は

農
畜
産
物
の
生
産
量
と
品
質
に
深

刻
な
影
響
を
与
え
、
ま
た
ウ
ク
ラ

イ
ナ
危
機
に
加
え
中
東
情
勢
の
悪

化
に
よ
り
国
際
情
勢
は
一
層
不
安

定
化
し
て
、
未
だ
見
ぬ
リ
ス
ク
へ

の
備
え
を
含
め
、
我
々
は
堅
実
第

一
主
義
を
基
本
に
、
こ
れ
か
ら
も

夢
あ
る
理
想
郷
の
具
現
化
に
向
け

て
新
た
な
農
業
・
農
村
を
切
り
拓

く
た
め
に
研
究
創
意
に
よ
っ
て
新

た
な
時
代
の
そ
の
先
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
続
け
る
歩
み
を
進
め
て
参
る

所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
今
後

と
も
変
わ
ら
ぬ
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
様
、
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
今
年
も
組
合
員
と
ご

家
族
皆
々
様
の
ご
多
幸
を
願
い
な

が
ら
、
合
わ
せ
て
皆
様
の
努
力
が

報
わ
れ
る
一
年
に
な
り
ま
す
こ
と

を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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青
年
部

部

長

渡
邊
　
覚
士

副

部

長

藤
内
　
智
也

書

記

長

香
川
　
勇
人

理

事

会

長

服
部
　
大
暉

理

事

渡
部
　
嵩
史

〃

加
藤
　
崇
志

〃

丹
治
　
智
宏

〃

岡
本
　
健
吾

〃

永
森
　
栄
樹

〃

瀬
戸
　
紳
弥

〃

木
幡
　
桂
輔

監

事

森
本
　
絢
哉

参

事

髙
橋
　
弘
行

参
事
兼
管
理
部
長

西
田
　
康
一

内
部
監
査
室
長

清
水

　
長
武

信

用

部

長

平
林

　
路
博

購

買

部

長

富
田

　
房
芳

農

工

部

長

尾
関

　
博
幸

農

産

部

長

川
　
恵
介

畜

産

部

長

吉
川

　
晴
美

畜
産
専
門
委
員
会

委

員

長

東
井

　
尚
輝

副

委

員

長

宇
佐
見
庸
夫

委

員

鈴
木

　
秀
樹

〃

高
橋

　
勝
也

〃

寺
町

　
雅
人

〃

桑
原

　
寛
晃

〃

鎌
田

　
佳
尚

〃

奥
秋

　
和
博

〃

市
田

　
卓
志

女
性
部

部

長

吉
田
こ
ず
恵

副

部

長

牧
野
み
ゆ
き

〃

久
保
田
美
穂

書

記

山
下

　
郁
子

会

計

髙
田

　
理
絵

監

事

高
橋
美
樹
子

〃

長
田
ひ
と
み

委

員

桑
原

　
理
会

〃

長
谷
川
ゆ
か
り

　

令
和
六
年
の
新
た
な
希
望
に
満

ち
た
新
春
を
、
組
合
員
の
皆
様
を

は
じ
め
女
性
部
、
青
年
部
、
ご
家

族
の
皆
さ
ん
お
揃
い
で
穏
や
か
に

お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ
と
と
心
か

ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と

何
と
言
っ
て
も
世
界
中
で
猛
威
を

振
る
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
症
法
上
の
分
類
が
五
類
に

移
行
し
、
行
動
制
限
が
三
年
ぶ
り

に
解
消
さ
れ
て
人
流
が
少
し
ず
つ

戻
り
、
今
で
は
通
常
の
生
活
を
送

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
の
人
生
に
お
い
て
忘
れ
る
事

の
出
来
な
い
教
訓
と
な
っ
た
こ
と

で
し
ょ
う
。
ま
た
道
内
で
発
生
し

た
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
全
国
各

　

国
難
と
も
言
わ
れ
た
コ
ロ
ナ
禍

か
ら
新
た
な
時
代
に
向
か
い
Ｊ
Ａ

北
海
道
大
会
で
は
、
Ｊ
Ａ
運
営
の

好
循
環
を
実
現
し
将
来
ビ
ジ
ョ
ン

で
あ
る
北
海
道
５
５
０
万
人
と
共

に
創
る「
力
強
い
農
業
」と「
豊
か

な
魅
力
あ
る
地
域
社
会
」の
達
成

を
目
指
し
、
組
合
員
一
人
一
人
が

考
え
、
取
り
組
み
を
進
め
る
時
が

来
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
輸
入
に
頼
ら
な
い
国
内

の
自
給
率
を
ど
の
よ
う
に
45
％

ま
で
上
げ
て
い
く
か
、
持
続
可
能

な
北
海
道
農
業
を
実
現
さ
せ
、
日

本
の
食
糧
基
地
と
し
て
カ
ロ
リ
ー

ベ
ー
ス
で
２
２
３
％
を
占
め
る
北

海
道
、
そ
の
中
で
も
十
勝
は
、

１
１
０
０
％
と
、
ま
さ
し
く
日
本

の
食
を
支
え
る
時
代
と
な
っ
て
お

り
ま
す
の
で
、
今
後
も
国
消
国
産

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
消
費
者
の
皆

さ
ま
へ
食
を
取
り
巻
く
課
題
や
国

産
の
農
畜
産
物
を
食
べ
て
い
た
だ

く
大
切
さ
の
理
解
を
深
め
て
い
く

こ
と
が
大
切
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　

北
海
道
フ
ー
ズ
が
創
立
五
十
周

年
を
迎
え
半
世
紀
に
わ
た
り
農
民

地
で
発
生
し
鶏
卵
不
足
に
よ
り
価

格
が
高
騰
し
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

　

昨
年
の
作
況
を
振
り
返
り
ま
す

と
、
全
道
的
に
も
春
耕
時
期
は
低
温
・

強
風
な
ど
の
日
も
あ
り
ま
し
た
が
、

お
お
む
ね
天
候
に
恵
ま
れ
順
調
に

進
み
ま
し
た
。
生
育
期
間
中
は
一

部
の
地
域
で
長
雨
や
降
雹
、
さ
ら

に
は
竜
巻
に
よ
る
畑
作
物
へ
の
被

害
が
発
生
し
、
夏
に
は
観
測
史
上

最
高
の
40
日
以
上
の
真
夏
日
を
記

録
す
る
と
と
も
に
、
気
温
も
観
測

史
上
最
高
の
36
度
を
超
え
る
厳
し

い
残
暑
が
続
き
、
作
物
に
も
高
温

障
害
に
よ
る
被
害
が
発
生
す
る
な

ど
収
量
・
品
質
の
低
下
な
ど
の
影

響
が
出
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
が
、

生
産
者
そ
れ
ぞ
れ
の
適
切
な
管
理

工
場
と
し
て
士
幌
の
農
業
を
支
え

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
生
産
者
の
良
き
パ
ー
ト
ナ
ー
と

し
て
食
品
業
界
で
の
更
な
る
発
展

に
ご
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
農
協
組
織
と
し
て
、
組

合
員
の
生
産
基
盤
の
維
持
強
化
、

農
業
所
得
の
向
上
、
農
業
に
お
け

る
環
境
負
荷
軽
減
、
持
続
可
能
な

北
海
道
農
業
を
目
指
し
、
誰
も
が

安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
地

域
社
会
の
維
持
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。

　

特
に
組
合
員
皆
さ
ん
の
生
産
基

盤
の
維
持
強
化
に
向
け
て
は
、
益
々

経
営
面
積
等
の
規
模
拡
大
は
進
ん

で
き
ま
す
が
、
現
在
の
不
安
定
な

国
際
情
勢
に
伴
う
生
産
資
材
の
高

騰
な
ど
、
北
海
道
農
業
は
、
様
々

な
課
題
を
抱
え
て
お
り
、
規
模
拡

大
の
現
場
に
即
し
た
ス
マ
ー
ト
農

業
の
推
進
・
普
及
に
よ
り
一
層
の

省
力
化
を
図
り
、
自
動
化
技
術
や

デ
ー
タ
情
報
の
有
効
活
用
で
生
産

性
ア
ッ
プ
に
向
け
た
栽
培
シ
ス
テ

ム
を
確
立
し
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
向

か
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
Ｓ

作
業
に
よ
り
最
小
限
の
被
害
に
抑

え
る
こ
と
が
で
き
た
か
と
思
い
ま
す
。

　

酪
農
・
畜
産
に
お
い
て
も
、
牛

も
暑
さ
を
受
け
感
染
症
や
乳
量
へ

の
影
響
が
出
た
年
で
、
ま
た
需
給

調
整
に
よ
る
生
乳
の
生
産
抑
制
に

全
道
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
、コ
ロ
ナ
禍
で
積
み
上
が
っ

た
乳
製
品
の
在
庫
解
消
に
向
け
て

最
大
限
の
努
力
を
頂
い
た
こ
と
で
、

適
正
在
庫
に
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
世
界
的
な
国
際
情
勢
の
悪

化
に
よ
る
輸
入
品
の
制
限
に
よ
り
、

肥
料
・
資
材
価
格
が
高
騰
し
、
追

い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
に
円
安
が

進
ん
だ
こ
と
で
経
費
が
上
昇
す
る

な
ど
し
て
経
営
環
境
悪
化
の
苦
境

に
立
た
さ
れ
る
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
も
環
境
負
荷

軽
減
な
ど
様
々
な
角
度
か
ら
課
題

解
決
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
に

な
り
、
２
０
３
０
年
に
向
け
て「
緑

の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
」に
お
け

る
農
林
水
産
業
に
お
け
る
Ｃ
Ｏ
２

ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
化
や
有
機
農

業
１
０
０
万
h
a
へ
の
拡
大
、

化
学
肥
料
30
％
削
減
目
標
を
踏
ま

え
て
、
資
源
の
地
域
循
環
利
用
に

向
け
た
連
携
整
備
を
整
え
次
世
代

に
繋
い
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

結
び
に
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
ホ

ク
レ
ン
会
長
に
就
任
し
て
二
期
目

４
年
が
経
ち
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら

も
変
わ
ら
ぬ
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜

り
ま
す
こ
と
を
お
願
い
し
、
今
年

も
組
合
員
と
ご
家
族
皆
様
が
、
ご

健
勝
で
穏
や
か
に
営
農
と
生
活
が

営
め
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ

併
せ
て
稔
り
多
い
豊
穣
の
出
来
秋

を
願
い
ま
し
て
新
年
の
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

会
長
理
事
　
篠　

原　

末　

治

士
幌
町
農
業
協
同
組
合
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新
年
の
ご
挨
拶

女
性
部
部
長
　
吉　

田　

こ
ず
恵

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、 

健
や
か
に
新
年
を
お 

迎 

え
の
事
と
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
女
性
部
の
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
ご
理
解
と
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
心
よ
り
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
３
月
の
通
常
総
会
は
４
年
ぶ
り
に
一
堂
に
会
し
て
開
催
す
る
事
が
で
き 

、
新
体
制

で
の
活
動
が
開
始
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
数
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
が
大
き
く
、
行
事
の
中
止
や
縮
小
な
ど
の
対

応
を
余
儀
な
く
さ
れ
、 

例
年
通
り
の
活
動
が
で
き
な
い
状
況
で
し
た
が
、
昨
年
５
月
に
感
染

症
法
上
の
５
類
感
染
症
に
位
置
付
け
ら
れ 

、
世
の
中
全
体
が
従
来
の
日
常
に
戻
り
つ
つ
あ

り
ま
す
。

　

私
達
女
性
部
の
活
動
も
都
度
検
討
し
な
が
ら
、
例
年
に
倣
っ
た
活
動
を
展
開
し
て
い
く
た

め
に
、『
今
で
き
る
こ
と
を
今
で
き
る
形
で
』と
模
索
し
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

７
０
０
０
人
の
ま
つ
り
や
収
穫
祭
と
い
っ
た
、
町
の
大
き
な
行
事
も
活
発
に
開
催
さ
れ
、
私

達
女
性
部
と
し
て
も
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
継
続
・
発
展
の
た
め
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
を
通
し
て
、
改
め
て
人
と
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
を
認
識
し
た
一
年
で
あ

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
私
達
女
性
部
は
昭
和
28
年
に
発
足
し
、 

70
周
年
と
い
う
節
目
を
迎
え
る
事
が
で
き

ま
し
た
。

　

こ
れ
も
ひ
と
え
に
諸
先
輩
方
を
始
め
部
員
各
位
、
農
協
役
職
員
の
皆
様
お
よ
び
関
係
機
関

の
皆
様
の
ご
支
援
、
ご
協
力
の
賜
物
と
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

　

現
在
、
１
月
22
日
に
式
典
を
執
り
行
う
よ
う
実
行
委
員
を
中
心
に
準
備
を
進
め
て
お
り
、

こ
の
記
念
す
べ
き
事
業
が
盛
会
裏
に
終
わ
れ
る
よ
う
尽
く
し
て
参
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
今
年
度
は
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、 

女
性
部
活
動
を
様
々
な
視
点
か
ら
捉
え
、

よ
り
柔
和
な
活
動
を
進
め
て
い
け
る
よ
う
、 

組
織
の
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す 

。

　

各
支
部
か
ら
選
出
さ
れ
た
検
討
委
員
を
中
心
に
、 

70
年
続
い
た
伝
統
を
大
切
に
し
な
が
ら

も
、
今
の
時
代
に
合
っ
た
柔
軟
で
持
続
可
能
な
組
織
の
在
り
方
へ
と
変
え
て
い
け
る
よ
う
進

め
て
参
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
女
性
部
活
動
へ
の
ご
理
解
と
、
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、 

組
合
員
並

び
に
ご
家
族
様
の
ご
健
勝
、
各
関
係
機
関
の
ご
繁
栄
と
み
の
り
豊
か
な
一
年
に
な
り
ま
す
よ

う
ご
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、 

新
年
の
挨
拶
と
し
ま
す
。 年

頭
の
ご
挨
拶

　
　
　
　
　
　
　
農
協
運
営
協
力
委
員
長
会

会
　
長
　
大　

塚　
　
　

亨

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

組
合
員
並
び
に
ご
家
族
様
を
は
じ
め
農
協
役
職
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
ら
れ
た
事
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

日
頃
よ
り
地
区
農
協
運
営
協
力
委
員
会
並
び
に
協
力
委
員
長
会
に
対
し
、
特
段

の
ご
理
解
ご
協
力
を
頂
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
改
め
て
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
５
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
感
染
症
法
上
の
５
類
に
変
更
に
な
り
、

自
粛
や
縮
小
し
て
い
た
各
種
事
業
が
概
ね
例
年
通
り
の
活
動
に
戻
り
嬉
し
く
思
い

ま
す
。
特
に
４
年
振
り
の
開
催
と
な
っ
た
農
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
は
、
開
催
内
容

を
変
更
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
多
く
の
方
に
ご
参
加
を
賜
り
有
難
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
今
後
も
意
義
あ
る
大
会
が
続
く
事
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
は
根
雪
が
平
年
よ
り
多
く
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
春
先
の
気
温
が

高
く
推
移
し
雪
解
け
も
早
く
な
り
、
春
耕
期
は
平
年
並
み
に
始
ま
り
ま
し
た
。
そ

の
後
は
一
部
で
ゲ
リ
ラ
豪
雨
も
あ
り
ま
し
た
が
気
温
が
高
く
、
干
ば
つ
傾
向
で
進

み
ま
し
た
の
で
各
農
作
物
は
高
い
収
量
と
な
り
ま
し
た
が
、
高
温
の
影
響
で
、
馬

鈴
し
ょ
で
は
低
比
重
、
ビ
ー
ト
で
は
低
糖
分
や
褐
斑
病
の
大
発
生
も
あ
り
ま
し
た
。

豆
類
に
つ
き
ま
し
て
は
茎
が
い
つ
ま
で
も
枯
れ
あ
が
ら
ず
、
収
穫
に
苦
慮
し
ま
し

た
が
、
全
体
的
に
は
地
域
差
は
あ
る
も
の
の
平
年
並
み
の
出
来
秋
と
な
り
ま
し
た
。

　

畜
産
関
係
で
は
、
生
乳
生
産
計
画
数
量
の
順
守
、
猛
暑
に
よ
る
乳
量
の
減
少
、

生
産
コ
ス
ト
の
上
昇
、
個
体
販
売
価
格
の
下
落
等
苦
労
の
多
い
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

農
業
情
勢
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
が
未
だ
に
残
っ
て
お
り
、
一
昨
年
か
ら
の
ウ

ク
ラ
イ
ナ
紛
争
の
終
わ
り
が
未
だ
見
え
ず
、
加
え
て
中
東
情
勢
も
不
安
定
化
し
輸

入
依
存
の
高
い
日
本
は
、
食
料
安
保
が
よ
り
重
要
に
な
り
、
食
料･

農
業･

農
村

基
本
法
の
改
正
に
期
待
す
る
所
で
す
。
こ
の
厳
し
い
中
、
引
き
続
き
私
た
ち
は
未

来
に
向
け
、
組
合
員
、
女
性
部
、
青
年
部
、
役
員
、
職
員
の
皆
様
と
共
に
士
幌
農

協
に
力
を
結
集
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
宜
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
皆
様
の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
、
更
に
豊
穣
の
出
来
秋
を
ご
祈
念
申

し
上
げ
新
年
の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

青
年
部
部
長
　
渡　

邊　

覚　

士

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
新
年
を
ご
健

勝
に
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
日
頃
よ
り
青
年
部
活
動
に
対
し
て
の
多
大
な
る
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
て

深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
我
ら
青
年
部
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症
法
上
の
分
類
が
5
類
に
引
き

下
げ
ら
れ
た
こ
と
を
受
け
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
活
動
を
進
め
て
参
り
ま
し
た
。

　

4
年
振
り
と
な
る
青
年
部
通
常
総
会
の
実
開
催
か
ら
始
ま
り
、
5
月
に
こ
ど
も
ア
グ
リ
ス

ク
ー
ル
で
の
馬
鈴
薯
の
植
え
付
け
、
7
月
の
農
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
は
初
の
試
み
と
し
て
パ

ー
ク
ゴ
ル
フ
を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
の
後
も
、
各
祭
り
で
の
出
店
や
、
異
業
種
交
流
会
の
開

催
、
各
研
修
会
や
学
習
会
な
ど
全
て
実
開
催
で
執
り
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
青

年
部
十
勝
大
会
や
全
道
大
会
も
懇
親
会
を
含
め
た
実
開
催
と
な
り
、
青
年
部
活
動
が
再
び
活

発
に
な
り
始
め
、
大
変
嬉
し
く
思
う
と
こ
ろ
で
す
。

　

現
在
、
我
ら
農
業
者
を
取
り
巻
く
環
境
は
物
価
高
の
上
昇
や
、
生
産
資
材
の
価
格
高
騰
に

伴
う
コ
ス
ト
の
増
大
な
ど
、
未
だ
に
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
環
境
で

は
あ
り
ま
す
が
、
諸
先
輩
方
か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
情
熱
や
信
念
を
重
ん
じ
、
青
年
部
活

動
を
通
し
て
少
し
で
も
自
分
達
や
皆
様
へ
の
活
力
と
な
り
ま
す
よ
う
、
引
き
続
き
精
進
し
て

い
く
次
第
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
組
合
員
並
び
に
ご
家
族
の
皆
様
、
各
関
係
機
関
の
皆
様
に
と
り

ま
し
て
、
今
年
1
年
が
ご
健
勝
で
豊
穣
の
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

2024.1・22024.1・2 2024.1・22024.1・27 6



　本年の農協貯金の窓口業務は１月
４日（木）から仕事始めとなります。
　何卒宜しくお願い申し上げます。
　今年も貯金課では、ご来所いただ
いた方に福を呼ぶ「福鈴」を差し上げ
ます。数に限りがあり、無くなり次
第終了致しますのでご了承下さい。

　「福鈴」は、根付鈴、宝来鈴

とも呼ばれ、江戸時代元禄期ご

ろより印籠、巾着、提物等の緒

の根元につけ、粋なアクセサリー

として愛用されました。また御

身を守る、お宝を呼ぶという縁

起物で、小さな鈴の音が大きな

福を呼びそうです。

はじめが肝心はじめが肝心 初貯金初貯金

今年の干支、「辰年」生まれの
組合員を紹介します。

※ご本人の希望により掲載されていない方もおられますので、申し添えます。

と し お と こ と し お ん な

昭和昭和3939年生まれ年生まれ

昭和昭和1515年生まれ年生まれ

昭和昭和2727年生まれ年生まれ

昭和昭和3939年生まれ年生まれ

昭和昭和5151年生まれ年生まれ

昭和昭和6363年生まれ年生まれ

上野　　操富澤　弘信

河村　康弘

三本　伸二

大野　　孝

古田　全利

三島　　敦

中島　直行

早坂　寿順

土屋　昌弘

森本　悦淑

吉田　　久

服部　義文

清野　定男

足立　順司

髙橋　　剛

今田　忠夫

岡田　弘人

瀬口　隆宏

加納　　博

角田　富美幸

国枝　俊彦

田中　可文

梅本　晴紀

名波　竜一野村　正典 岡田　達矢 菊地　伸輔
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令
和
６
年
の
年
頭
に
あ
た
り

　
　
　
　
　
　
北
海
道
農
業
協
同
組
合
中
央
会

代
表
理
事
会
長
　
樽　

井　
　
　

功

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
々
営
農
に
更
に
邁
進
さ
れ
て
お
ら
れ
る
こ

と
と
存
じ
ま
す
。

　

ま
た
、
組
合
員
・
役
職
員
の
皆
様
が
一
丸
と
な
り
地
域
農
業
の
振
興
や
地
域
社
会
の

発
展
に
向
け
、
日
頃
よ
り
多
大
な
ご
尽
力
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
対
し
ま
し
て
、
改
め

て
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
の
北
海
道
農
業
に
つ
い
て
は
、
春
先
は
天
候
に
恵
ま
れ
地
域
に
よ
っ
て
降
雹
被

害
や
竜
巻
の
被
害
が
見
ら
れ
た
も
の
の
、
概
ね
、
平
年
並
み
に
推
移
し
て
お
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
夏
場
は
猛
暑
に
よ
る
記
録
的
な
高
温
多
湿
の
影
響
を
大
き
く
受
け
、
各

作
物
の
生
育
自
体
は
、
全
般
的
に
平
年
よ
り
も
早
く
進
ん
で
き
ま
し
た
が
、
各
作
物
等

の
収
量
お
よ
び
品
質
の
低
下
が
顕
著
と
な
る
残
念
な
年
で
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
の
位
置
付
け
は
昨
年
５
月
よ
り
５
類
に
移
行
し
、
コ

ロ
ナ
禍
以
前
の
日
常
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
各
農
畜
産
物
の
消
費
は
依
然
と

し
て
低
迷
し
て
お
り
、
さ
ら
に
、
国
際
紛
争
や
急
激
な
円
安
の
進
行
に
よ
る
飼
料
・
肥

料
を
は
じ
め
と
し
た
生
産
資
材
の
高
止
ま
り
が
、
農
業
経
営
に
与
え
る
影
響
は
甚
大
な

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
こ
れ
ら
の
影
響
を
受
け
、
世
界
の
食
料
需
給
事
情
が
一
変
し
ま
し
た
。
輸
出

制
限
を
行
い
、
自
国
の
食
料
を
確
保
す
る
各
国
の
動
き
が
活
発
化
し
、
世
界
的
な
人
口

増
加
に
よ
る
食
料
不
足
問
題
な
ど
食
料
争
奪
合
戦
が
す
で
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
我
が

国
の
食
料
を
安
定
的
に
ど
う
確
保
す
る
の
か
。
今
こ
そ
大
い
に
食
料
安
全
保
障
の
国
民

的
議
論
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
日
本
の
食
料
自
給
率
は
38
％
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
は
、
世
界
の
先
進
国
の
中
で
最
低
の
水
準
で
あ
り
、
６
割
以
上
の
食
べ
物
を
輸

入
に
頼
っ
て
い
る
の
が
日
本
の
現
状
で
す
。

　

食
料
安
全
保
障
の
強
化
が
国
家
の
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
我
が
国
の
食
料

供
給
基
地
で
あ
る
北
海
道
農
業
が
果
た
し
て
き
た
役
割
、
そ
し
て
北
海
道
農
業
へ
の
期

待
は
、
今
後
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
は
、
日
本
の
食
料
基
地
で
あ
る
と
い
う
使
命
感
に
立
ち
、
食

料
の
安
定
生
産
・
安
定
供
給
と
農
畜
産
物
の
需
要
拡
大
を
両
輪
と
し
て
引
き
続
き
取
り

組
む
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
国
民
の
命
の
源
で
あ
る
食
を
守
り
続
け
る
に
も
、
ま
さ
に

新
し
い
農
業
を
築
き
、
未
来
の
世
代
へ
繋
い
で
い
く
必
要
が
あ
り
、
行
政
や
全
国
連
と

も
連
携
し
、
し
っ
か
り
と
そ
の
対
応
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　

今
年
は
、
第
31
回
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
第
30
回
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
の
実
践
最
終
年
度
で
あ
り
、
決
議
さ
れ
た
将
来
ビ

ジ
ョ
ン
で
あ
る
、「
北
海
道
５
５
０
万
人
と
共
に
創
る『
力
強
い
農
業
』と『
豊
か
な
魅
力

あ
る
地
域
社
会
』の
達
成
」の
成
果
を
し
っ
か
り
と
検
証
し
、
次
の
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
に

繋
げ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
協
同
組
合
運
動
の
原
点
に
立
ち
返
り
、
相
互

扶
助
の
精
神
に
基
づ
き
互
い
に
協
力
し
、
力
を
合
わ
せ
こ
の
難
局
を
乗
り
越
え
る
こ
と

が
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

消
費
者
の
皆
様
に
対
し
て
は
、
今
ま
で
以
上
に
農
業
・
食
に
対
す
る
理
解
を
求
め
る

た
め
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
統
一
の
情
報
発
信
の
フ
レ
ー
ズ
で
あ
る「
ア
グ
リ
ア
ク

シ
ョ
ン
北
海
道
」を
浸
透
さ
せ
、
よ
り
効
果
的
な
情
報
発
信
を
行
い
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

が
提
唱
す
る「
国
消
国
産
」の
認
知
を
広
め
て
参
り
ま
し
ょ
う
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
本
年
は
辰
年
で
す
。
辰
年
は
陽
の
気
が
動
い
て
万
物
が
振
動

す
る
の
で
、
活
力
旺
盛
に
な
っ
て
大
き
く
成
長
し
、
形
が
と
と
の
う
年
だ
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
謂
わ
れ
に
あ
や
か
り
、
本
年
が
豊
穣
の
年
と
な
る
こ
と
、
皆
様
の
ご
健
勝
を
ご

祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

農
薬
空
容
器
回
収
に
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

こ
ど
も
ア
グ
リ
ス
ク
ー
ル

士
幌
小
学
校
３
年
生
が

�

酪
農
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
！

　
J
A
士
幌
町
青
年
部（
渡
邊
覚
士
部
長
）で
は
、
11
月
14
日（
火
）

に
事
業
計
画
に
基
づ
き
、
今
年
度
第
2
回
目
の
農
薬
空
容
器
回
収

を
行
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
雪
の
降
る
場
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、
組
合
員
皆
様
方
の

ご
協
力
の
も
と
農
薬
空
容
器
回
収
が
出
来
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
引
き
続
き

空
容
器
の
洗
浄
・
乾
燥
、

表
示
義
務
と
な
っ
て
い
る

「
産
業
廃
棄
物
収
集
運
搬
車
」

の
表
示
を
し
て
頂
き
、
本

活
動
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
J
A
士
幌
町
青
年
部
食
育
担
当（
瀬
戸
紳
弥
責
任
者
）は
、

令
和
5
年
12
月
6
日（
水
）に
士
幌
小
学
校
に
て「
食
育
」活
動
の

一
環
と
し
て「
こ
ど
も
ア
グ
リ
ス
ク
ー
ル
」を
開
催
し
、
士
幌
小

学
校
3
年
生
の
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
畜
産
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
て
も
ら
う
出
前
講
座
を
行
い
ま
し
た
。

　
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
酪
農
に
焦
点
を
当
て
て
理
解
を
深
め

て
も
ら
う
た
め
に「
牛
乳
が
で
き
る
ま
で
」を
テ
ー
マ
と
し
て
勉

強
会
を
行
い
ま
し
た
。
勉
強
会
は
、
ク
イ
ズ
形
式
で
乳
牛
の
成

長
過
程
、
搾
乳
の
仕
方
・
乳

製
品
の
種
類
な
ど
を
学
ぶ
も

の
で
、
た
く
さ
ん
の
声
が
上

が
り
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

　
ま
た
、
出
前
講
座
と
合
わ

せ
乳
製
品
消
費
拡
大
運
動
の

一
環
と
し
て
チ
ー
ズ
・
ヨ
ー

グ
ル
ト
な
ど
の
乳
製
品
贈
呈

を
行
い
子
供
た
ち
は
大
変
喜

ん
で
い
る
様
子
で
し
た
。
普

段
よ
く
口
に
す
る
牛
乳
に
つ

い
て
楽
し
く
学
び
理
解
を
深

め
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た

企
画
と
な
り
ま
し
た
。

士幌小学校３年生の子どもたちと記念撮影！

乳牛についてしっかり学びました！

乳製品贈呈！！

作業に従事した青年部員

回収作業の様子
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Ｊ
Ａ
士
幌
町
女
性
部（
吉
田
こ
ず
恵
部
長
）で
は
12
月
１

日（
金
）、
総
合
研
修
セ
ン
タ
ー
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
に
お
い

て
士
幌
町
社
会
福
祉
協
議
会
に
よ
る
事
業
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
、
日
常
的
に
人
と
の
交
流
が
不
足
が
ち
な
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
の
方
と
高
齢
者
ご
夫
婦
を
対
象
に
、
お

楽
し
み
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
本
事
業
は
町
内
４
団
体
が
交
代
で
行
っ
て
お
り
、
本
年

度
は
例
年
通
り
の
昼
食
会
ま
た
は
昨
年
度
の
よ
う
な
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
ど
ち
ら
か
を
選
ぶ
形
で
開
催
さ
れ
、
女

性
部
で
は
昨
年
同
様
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
形
で
開
催
い

た
し
ま
し
た
。

　
開
会
に
あ
た
り
、
士
幌
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
佐
藤
弘

夫
会
長
、
Ｊ
Ａ
女
性
部
の
吉
田
部
長
に
よ
り
挨
拶
が
な
さ

れ
た
後
、
社
会
福
祉
協
議
会　
荒
田
さ
ん
よ
り
各
ゲ
ー
ム

の
内
容
が
説
明
さ
れ
開
始
し
ま
し
た
。

　
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
に
は

町
内
に
住
ま
わ
れ
て
い
る
、

一
人
世
帯
の
お
年
寄
り
や

ご
高
齢
の
夫
婦
の
方
々
が

60
名
以
上
も
参
加
さ
れ
、

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
用

意
さ
れ
た
ゲ
ー
ム
に
全
身

を
目
一
杯
動
か
し
て
楽
し

ま
れ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
Ｊ
Ａ
士
幌
町
女
性
部
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部
会（
河
村　
麻
衣
会
長
）は
11
月
27

日（
月
）、
部
員
28
名
の
参
加
の
も
と『
冬
期
交
流
会
』を
開
催
し
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
が
５
類
に
分
類
さ
れ
て
か
ら
初
め
て
開
催
さ
れ
た
交
流
会
で
は
、
数

年
ぶ
り
に
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
が
行
わ
れ
、
日
常
生
活
を
含
め
か
な
り
久
し
ぶ
り

の
プ
レ
イ
と
な
っ
た
方
も
多
く
、
珍
プ
レ
イ
好
プ
レ
イ
が
続
出
し
、
会
場
は
大

き
な
歓
声
と
笑
い
声
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
ウ
エ
ス
タ
ン
本
店
へ
移
動
し
、
４
年
ぶ
り
の
食
事
会
も
行
わ
れ
、

久
し
ぶ
り
に
会
う
同
じ
地
区
の
部
員
だ
け
で
な
く
、
他
の
地
区
の
部
員
と
も
交

流
を
行
い
、
充
実
し
た
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

お
楽
し
み
会

Ｊ
Ａ
女
性
部

フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
部
会
冬
期
交
流
会

よぉく狙って・・・！ みんなでしっかりラジオ体操 自分たちでも体験してみよう…

楽しいお食事会♪

やったね！

挨拶する河村会長

狙え！ストライク‼

職員農家実習
体験記

食用馬鈴しょ課　唐沢　友裕 令和4年度採用

　私は、佐藤孝司さん宅で2日間にわたり長芋収
穫の実習をさせていただきました。
　日々の運動不足から来る体力面の不安を抱えな
がらの実習でしたが、ご家族の皆様・パートの皆
様に暖かく接していただきやり通すことができま
した。
　これまでは、馬鈴薯受付の電話のみの関わりで
したが、電話での対応の丁寧さを褒めて下さいま
した。今後とも、電話対応に際して懇切丁寧さを
心がけようと思います。
　2日間本当にお世話になりました。

澱粉課　藤弘　柊治 令和4年度採用

　私は河村拓也さんのお宅で2日間、長芋の収穫
作業をお手伝いさせていただきました。
　初めての農作業ということもあり、大変な作業
の中、不慣れで情けない姿をお見せしてしまいま
したが、温かく楽しい雰囲気で迎えてくださった
皆様のおかげで非常に充実した時間を過ごすこと
ができました。
　農業の大変さの一端を学んだ今回の経験を生か
せるよう、より普段の職務に励んでいきたいと思
います。
　河村家の皆様、本当にありがとうございました。
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12月号の正解/シクラメン

当 選 者 発 表

●
●
●
●
●

●
●
●
●
●

さん
さん
さん
さん
さん

さん
さん
さん
さん
さん

長田美代子
瀬口　侑青
太田　早耶
中村いずみ
丹治　敬子

小林　義信
長瀬　らら
竹腰　淑子
荒井　慶子
服部ゆかり

12月号掲載問題の応募者は93名で93名が正解で
した。厳正なる抽選の結果、次の方が当選しまし
た。当選者には、組合員相談課にてプレゼントを
お渡し致します。

おめでとうございます

■別紙の応募用紙にお答え・お名前・ご住所・お電話番号を記入して下さい。
■�応募は、アスポサービスカウンター・各事業所・組合員相談課にある応募箱へ投函して下さい。
■お一人さま一口のご応募を有効とさせていただきます。
■正解者の中から抽選で10名様に、すてきなプレゼントをご用意しております。
■�プレゼントは、組合員相談課でお渡し致します。
■当選者は、次号にて掲載致します。

二重マスの文字を、A〜Eの順に並べてできる
言葉はなんでしょうか ?

CROSSWORD PUZZLE

応募締切り

１月16日
（火）

タ
テ
の
カ
ギ

ヨ
コ
の
カ
ギ

クロスワードパズル

あ た ま の た い そ う

応募方法

	１	大学入学共通テストの理科の科目の１
つ

	４	キウイやポンカンの生産量が日本一の
県

	７	エッセーともいいます
	９	かつお節や昆布で取ります
	10	ガラガラとうがいをして洗うもの
	11	ゆでた麺をざるにあけて行います
	13	大股の人は広めです
	15	カメやカッパの背に付いています
	16	――や硯（すずり）を用意して書き初め
をした

	17	カラオケで楽しむもの
	18	――の計は元旦にあり
	20	旧暦１月の異称
	21	見張ること。――カメラ

	１	おせち料理にも使うニシンの卵巣の加
工品

	２	旅行前に――ブックを買った
	３	俳人が名作を生み出した地に建てられ
ていることも

	５	北を向いたとき西になる方向
	６	丁寧にいうとご飯です
	８	横綱を先導して土俵に上がります
	12	セイウチの口からにょっきり
	13	農地――、道路交通――
	14	DNAが含まれる体の設計図。――操
作

	15	猫が中で丸くなっているかも
	16	不要物を可燃、――、資源ごみに分別
した

	17	彼女は――を言わせず彼を外に連れ出
した

	19	エレベーターの表示では「B」

3月21日 ~4月19日

牡羊座牡羊座

今月のあなたの運勢2024

4月20日 ~5月20日 5月21日 ~6月21日 6月22日 ~7月22日

牡牛座牡牛座 双子座双子座 蟹　座蟹　座

7月23日 ~8月22日

11月23日 ~12月21日

獅子座獅子座

射手座射手座

8月23日 ~9月22日

12月22日 ~1月19日

9月23日 ~10月23日

1月20日 ~2月18日

10月24日 ~11月22日

2月19日 ~3月20日

乙女座乙女座

山羊座山羊座

天秤座天秤座

水瓶座水瓶座

蠍　座蠍　座

魚　座魚　座

1

今月の抽選者
加納さん・横山さん

全体運：ピンチが接近中です。警
戒を怠らないで。いつもより慎重に
行動することで危険を減らせます。
下旬からは上昇運

健康運：体を冷やさないように。
特に腰はしっかりケアを

幸運の食べ物：シュンギク

全体運：もう少しで状況が変わり
ます。面倒なことも手を抜かずに進
めることが大切です。人との交流が
開運のきっかけに

健康運：胃腸をいたわって。消化
の良い食事で元気に

幸運の食べ物：カリフラワー

全体運：あれもこれもと欲張ると
収拾がつかなくなってしまいそう。
あなたにとって大事なことを優先し
て。観劇にツキ

健康運：おいしい食事で元気をチ
ャージ。旬の食材が吉

幸運の食べ物：サトイモ

全体運：活気があります。華やか
なことにツキがあるので遊びに行く
計画を立てて。作業はスピードより
正確さ重視で

健康運：脳トレがお勧め。パズル
や手の運動で脳を刺激して

幸運の食べ物：エリンギ

全体運：好調です。本気を見せれ
ば状況を変えられます。諦めずにチ
ャレンジを。新年会やパーティーへ
の出席が吉

健康運：体を動かすほど調子が上
がります。スポーツが吉

幸運の食べ物：レンコン

全体運：勢いがあります。計画を
実行に移しましょう。会合では発言
を。あなたの意見が好結果につなが
ります。周りへの協力が吉

健康運：頭痛は早めにケアを。目
の疲れに効くマッサージも◎

幸運の食べ物：芽キャベツ

全体運：一進一退のままならない
運気。急がずいつものペースを保つ
よう心がけましょう。下旬は作業も
予定も挽回可能です

健康運：寒さ対策を入念に。あっ
たかインナーは特に◎

幸運の食べ物：サツマイモ

全体運：家族や家の中のことを後
回しにしないように。身の回りのこ
とを優先させれば危険を回避できま
す。掃除は丁寧に

健康運：無理は禁物。適度に休憩
し疲れをためないように

幸運の食べ物：京ニンジン

全体運：じっくり時間をかけるの
が正解です。気持ちがせいたら深呼
吸を。落ち着きを保つのが成功の鍵。
美術鑑賞にツキ

健康運：心の疲れに気を付けて。
音楽や美しい景色が癒やしに

幸運の食べ物：ダイコン

全体運：吉凶混合ながら華やかな
運気。気持ちを上手に切り替えポジ
ティブ思考でいきましょう。吉運が
強まります

健康運：慌ててけがなどをしない
ように。浴室は暖めて

幸運の食べ物：ハクサイ

全体運：コミュニケーション運が
活発化。あなたが間に入れば問題は
解決へ。情報収集をしっかりし冷静
に対応しましょう

健康運：友人との運動やおしゃべ
りが健康を保つこつ

幸運の食べ物：ゴボウ

全体運：良い風が吹いています。
お誘いには乗ってみましょう。今ま
で気付かなかった新しい発見がある
はず。会合にツキ

健康運：やったことのないストレ
ッチに挑戦を。脳も活性化

幸運の食べ物：イチゴ

営業時間 7:00〜20:00

休 業 日 1月1日（月）

休 業 日 1月1日㈪、4日㈭、5日㈮

士幌給油所

●セルフ

お知らせ INFORMATION

営業時間 9:30〜19:00
（2日、3日は9:30〜17:00）
（6日は9:30〜18:00）

休 業 日 1月1日㈪、2日㈫、4日㈭、5日㈮
毎週日曜日

アスポ

ガソリンスタンド

営業時間 8:30〜18:30
●スタッフ

（3日は9:30〜17:00、6日は8:30〜18:00）
※3日はピット作業はお休みです。

（2日、3日は7:00〜17:00）

応 募 方 法　期間中、Aコープ士幌店で2,000円（税込）以上のお買
　　　　　　上げレシート1枚につきレジにて応募券を1枚進呈します。
　　　　　　※応募券に必要事項をご記入の上、店内設置の応募箱に入れて下さい。

応募締切日　令和６年１月６日㈯　店内応募箱に応募分迄

当 選 発 表　令和６年１月10日㈬頃に発表
　※当選者は店内にて発表させていただきます。
　※賞品はサービスカウンターにて引き渡しいたします。
　※ご応募いただいたお客様の個人情報は、Aコープ士幌店にて厳重に管理の上、
　　本キャンペーンのみに使用させて頂きます。
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